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巻頭 メ1トル泌へ進め 薩今
山　　本　　一一　　溝
　吾々が，倉の設立以來，度k主張してみることは，畢界の趨勢にかんがみ
て，萬事にメ1トル法を徹底することである．ところが，會員の中には，年々
新入者があって，之等の人々がやっぱりインチや，マ・fル等々を禽の中に持ち
込んで來るには閉口する．望遠鏡の口論は“インチ”で言ふ悪風が今伺止まら
ないのは困ったものだ．殊に，最近には，我々ば英米痢國と職争心態にあるの
であるに拘らす，大小の天文家は，』準氣で敵國の尺度を使ってみて，．少しも改
めやうとしないのは，どういふわけであらうか？
　天文學界にインチやマイルが今樹止らない原因の一ごつは，：先輩たちが悪例を
面してみるからである．これ等の先輩たちは，多く英米の天文學書で勉彊した
人々であるから，望遠鏡と言へば，皆，“口種何インチ”と言はなV・と，ピン
乏頭に來ないらしい．叉，月までの距離や，太陽の直径等と言ふ場合にも，“何
マ1Cル”と言はなレ・と承知が出面ないらしい．責に宿恨は學界の叛逆者であ
り，醤秩序の保守主義者である．これからの新しV・天文家たちが，こういふ頭
に指導されてるては，進歩護憲の飴地が無いと言はなければならない．
　メ1トル法は，決して外國の尺度ではない．何十年も前から，チャンと我が
國法によって定められた尺度であって，日本人たるものは，一一日も一早く，この
尺度に慣れなければならない義務があるのである．況んや，大東亜に於いて
も，隊洲に於いても，枢軸各國の協同によって，近い將來に，ウンと新しい世
界の秩序が作られやうとしてるる今日である．新しい時代に入って，英國や米
誌などと言ふ國は“昔話”になって了う時になっても，“口丁丁インチ”だの，
‘‘覧｣何ヤ1ド”だの，“面積何準：方マイル”だのと言ったやうな物の言ひ方を
してみては，正に窪窪だと思はれても致し方があるまい．
　吾々は，断然として英米の尺度を掛し，國法の命ずるメ1トル法に徹底しな
ければならない1望遠鏡の口径はミリメ1トルか，叉はセンチメ1トル，．ヌ．，
焦黒塗距離はセンチメll・ルを以って言ふのが最も合理的である．其の他，天引
の距離にしても，直穫にしても，皆キロメ1トルを使用すること，叉，温度は
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必ず播氏の寒暖計にすること国々，回れ皆，わかり切ったこと．であるのに，用
ぴない人が今絢多いのは，皆，棲家耐：音の進運に封して盲目であり，叉，怠惰
である他に，原因は無い．本誌は，今後，一暦この黙に注意して，掛員一同の気
働を望む次’第である．
　“インチ”でなければ望遠現の口径が理解出題ない人為　今日から直ちに頭
を改革して，メートル洗の練習を御やりなさい．“換算”の率など考へてるる
から，いつまで経ρても“インチ”から解食し得ないのだ．3吋，4吋，10吋な
どいふ言葉は全く棄て，新しく75ミリ，10センチ，25センチといふ言葉を追駆
に心え込んで了うのです．
　冬の氣温は，．日本人が皆幸ぴに撮氏で測ってみる．しかるに，夏の暑さにな
ると，大部分の人が華氏の塞暖計を用ひて，100度だとか，11⑪度だとか言ふか
ら，オカシクて致し方が無い・そのく．せ，そんな人々でも，病理になると，夏冬
の麗別なく，艦温が38度だとか，40度だとか言ふのだから，笑はざるを得なV・．
　若し，こ㌧に人があって，長い物の長さを測る時には曲尺を用ぴ，短かい物
の長さを測るときには鯨尺を用ぴるとしたら，どんなものでせう．ナルポド，
’之れならば，長い物は総々長く聞こえ，短かいものは釜々短かく聞えて，人は
驚くかも知れないが，しかし決して覧れは物の眞相を適確に把握する所以では
ない．ところが，冬の寒さを播氏で測り，夏の暑さを華氏で測る人は正に此の
筋膜非學理的な人なのである．人をびっくりさせる～二とには役立つかも知れな
V・が，暗れによって，人を誤ると共に，自己も亦．一種の催眠術にかNつたやう
花なって了ぴ，．眞理を握むことは不可能となるのである．
　昔，ドイツは，tll佛職雫の後，メ．1トル法が，敗けた敵団の尺度であるに拘
はらす，それは合理的な尺度であることを畳って，敢然として勝れを自國に採
用した，我が國に於いては，メ1トル法は既に算法であっ．て，決して敵塁の尺
　　　　　　　　　　　　　　　　　テ度ではない．進んで走れを用みるべきであり，大に之れは愛用すべきである．
　英米爾國の重大な畝鮎は，保守主義にある．勿論，英米入と難も，インチや
フィ1トよりも，メII・ル法が合理的であることを知ってみる人は多い．故に，
電脳に塗する寧術や，スペクト．ル學斜’こ關するものは，皆，國吊上の通念か
ら，メートル法を用みてみる．しかし，煮れは極めで．一局部の人々にのみ用ゐ
られてるるに過ぎない．何故，英國人や米目入が立涯なメ1トル法を用みない
のかと言ふと，何も理由らしい理由は無い．只，逆更するのは面倒だといふご
とだけである．　・遺のズルイ感情問題に過ぎない．　しかして，此ういふ薄情
や，ズルサに囚はれてるるがために，世界の新時代といふことを認識せす，途
に我が日本にも，ドイツにも立ちおくれて，國を滅「Nこ導くのである．
　メ1トル法を用みるか，否かと「すふことは，．新時代を脊負ふ將來の三民たる
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の試金石となるのである．
　我が國の封英米戦は，急速に進みつkある．英米への開戦以來，未だ三ケ月
にならないうちに，フィリピンやマレ1は勿論，蘭印の大部分が全く皇軍の手に
馴した．やがては，適齢も，インドも，或は英米の本國までも，日章旗の下に
置かれる日が來るであらう．こういふ時がやって來た場合に，吾々學術者は，
軍人將士の偉勲を辱かしめないだけの腕前を以って，學術上に世界を指導する
用意と応力とを養ぴっNあるや，否やア
　特に，多くの話術の中でも，天：文學は，我が國に於いて大いに紛れてみた．
天文墓も少いし，天文家も少い．器械も至って貧弱で，欧米の50年前の天文學
界と同程度の設備しか，今の吾々は有ってみない．直れでは，實に寒心に堪え
ない．大戦争が絡って，我が國威が至世界を覆ふ日が斯て，白入も黒人も，皆
一様に我が日本の旗の下に集まって謬る時，天文學界だけは，やはり，我々の
：方から敗軍の彼等に低頭しなければならない歌書に止まるかも知れないこと
を，吾々は今から心配してみる．
　我が國の天文劇界に著しく貧弱なのは，天文墓が少いことと，槻選者が少い
ことである．理論家は多少居る．　しかし，望遠鏡と其れを操る観測者の實力
は，今の我國は外国の第3流國にも劣る有様である。之れでは前途甚だ寒心で
ある．元來，我が國民は世界のどこの國民に比べても優秀な國民であり，頭謄
も，手腕も，判断力も，劣るものではない．ところが，何故に，天丈無界だけ
が此んなに桁違ひに各國以下に劣ってみるのであるかE？　之れは國民．．一同が胸
に手を置V・て考へて見なければならない同町である．
　今から300年前をかへり見ると，＝ウトンやフラムスチ1ドに比べて，保井
春海や，關孝秘ま決して桁違ぴに劣った人では無かった．叉，彼地にラプラス
やベセルが居た時代に，我が國には麻田剛立や高橋東岡や蘭重富等は決して劣
等な人では無かった．百般の文運が急激に進歩した明治時代に至って，天丈學
だけは：三段も五段も立ちおくれ，取り残されて了つた形である．今日，ジャワ
にさへ口径65センチの大望遠鏡が活動して居り，濠洲にさへ，第一流の太陽観
測所が立派な威績を墨げてるるのである．奮ういふことを考へて見ると，何と
かして，新聖代に郭零するために，我が國の天：文學界は奮起しなければならな
い．試みに現代の天文學書を開いて見る並樹い．其所に出て湿る適者の名の99
％までは入米。學者の名ではないか？　天文毫だつて，日本の天文毫が，今ま
で，果してどれ程の成績を塁げたか？　我が日本に於いては，設備の立派な天
文毫ほど，成績は逆に墨がらない．そして，ホンの片手間に時間を費してみる
アマチ、．アの仕事の方が，比較上から言ふと，大きい成績を墾げてるる．　こん
な例は外國には無い，
